
第２回 発達科学と小児リハビリテーション研究会 では，近年その有効性に関するエビデンスが数多く報告されている CO-

OP アプローチとロボットリハビリテーションに着目し，それぞれの領域において第一線でご活躍されている方々に情報提

供いただき，その現在と今後の課題について全国の皆さんと情報共有したいと考えています．是非ご参加下さい‼ 

 

◼ 19:00-19:10 

会を始めるにあたり 

畿央大学 信迫悟志 

 

◼ 19:10-20:00 

CO-OPアプローチの有効性に関するエビデンスと今後の課題 

中部大学 生命健康科学部 作業療法学科 塩津裕康 

 

◼ 20:10-21:00 

小児疾患に対するロボットリハビリテーション―現況と課題を考える― 

神戸医療福祉センターにこにこハウス/京都大学 客員研究員 川崎詩歩未 

 

◼ 21:00-21:30 

ディスカッションタイム（話題提供者2名＋ゲストコメンテーター2名＋信迫）＋質疑応答（Q＆A） 

ゲストコメンテーター： 浅野大喜（日本バプテスト病院）， 儀間裕貴（東京都立大学） 

 

https://kionrcdevelopment2022.peatix.com  

https://kionrcdevelopment2022.peatix.com/

